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通
貨
の
流
通
状
況
は
貨
幣
経
済
社
会
に
於
け
る
経
済
的
活
動
の
集
約
的
表
現
で
あ
っ
て
、
こ

れ
が
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
大
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
イ
ン
フ
レ

ー

シ
ョ
ン
の
展
開
過
粍
を
分
析
す
る
場
合

一
つ
の
有
力
な
手
懸
り
と
な
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
戦
後
の
我
同
経
済
は
戦
時
中
以
来
放
出
さ
れ
た
膨
大
な
資
金
に
対
す
る

に
、
資
源
の
喪
失
、
生
産
設
備
の
老
朽
破
損
等
を
主
因
に
生
産
の
減
退
を
招
き
憂
慮
す
べ
会
事

態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
が
、
昨
年
度
以
降
米
国
の
対
日
援
助
の
本
格
化
、
電
力
の
好
制
等
に
支

慶
さ
れ
て
生
産
は
、
漸
く
昭
和
十
|
十
二
年
平
均
に
対
し
そ
の
五
割
を
超
え
る
ま
で
に
回
復

し
、
又
場
一
作
に
加
う
る
に
金
融
政
策
も
漸
〈
効
を
奏
し
て
銀
行
券
増
加
率
の
鈍
化
、
閣
制
格
の

保
合
状
態
を
馴
致
す
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
内
奥
に
不
安
定
的
要
素
を
多
分
に
含
む
と
は
い
え

経
済
情
勢
は
若
干
乍
ら
好
転
の
兆
を
見
せ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
時
恰
も
企
業
三
原
則
、
経
済

安
定
九
原
則
等

一
連
の
強
力
な
る
施
策
が
発
表
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
基
〈
金
融
の
健
全
化
~
真
に

均
衡
せ
る
綜
合
予
算
の
確
立
は
従
来
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
対
す
る
厳
正
な
審
判
で
あ

最
近
三
ヶ
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に
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け

る
通
貨
流
通
状
況

り、

当
面
の
目
棋
は
先
づ
経
済
の
安
定
就
中
通
貨
の
安
定
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り、

そ
の
方

向
は
明
確
と
な
っ
た
。

此
の
間
に
在
っ
て
昨
年
の
銀
行
券
増
加
率
は

一
昨
年
に
比
し
減
少
を
示
す
と
共
に
、
最
近
月

間
の
銀
行
券
発
行
高
が
波
動
会
描
き
初
め
て
き
た
こ
と
、
手
形
交
換
高
が
激
増
し
て
い
る
こ
と

は
一
般
の
注
意
そ
喚
起
し
て
い
る
処
で
あ
る
が
、
本
稿
は
特
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
悪
化
が

唱
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
昭
和
二
十
二
年
以
降
に
於
け
る
預
金
通
貨
及
び
現
金
通
貨
の
流
通
高
、

回
転
速
度
並
に
此
等
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
と
考
察
官
加
え
、
経
済
の
安
定
化
正

常
化
え
の
徴
候
の
幾
何
か
在
通
貨
面
よ
り
抽
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
仮

象
的
安
定
状
態
の
域
を
脱
し
な
い
現
在
で
あ
る
か
ら
こ
れ
が
判
断
に
は
な
お
多
〈
の
留
保
を
付

せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
本
稿
は
通
貨
量
の
適
否
等
当
為
を
問
題
と
す
る
も
の
で
な
い

ト
」
と
を
附
言
す
る
。

な
お
現
在
利
用
し
得
る
統
計
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
幾
多
の
推
定
を
加
え

る
必
要
が
あ
り
、
文
方
法
論
的
に
も
相
当
の
制
約
を
免
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
本
稿
に
掲
げ
る

数
値
に
つ
い
て
は
今
後
統
計
資
料
の
戦
備
に
伴
い
改
訂
の
要
を
生
ず
る
場
合
も
あ
る
と
忠
わ
れ

る
か
ら
、
そ
の
信
窓
性
を
保
し
難
い
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
ぐ
次
第
で
あ
る
。

ニ
、
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
の
比
率

イ
ン

フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
進
行
期
に
は
信
用
取
引
の
哀
退
、
現
金
取
引
の
旺
盛
化
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

一
昨
年
と
昨
年
と
に
つ

い
て
対
比
す
る
と
金
融
措
置

に
よ
っ
て
人
為
的
に
収
納
し
た
日
銀
券
発
行
高
が
旧
水
準
に
復
し
た
二
十
一
年
九
月
を
基
準
と

し
た
場
合
も
又
二
十
二
年
一
月
を
基
準
と
し
た
場
合
も
、
一
昨
年
中
は
現
金
通
貨
の
地
勢
は
預

金
通
貨
の
そ
れ
を
上
廻
っ
て
い
た
に
拘
わ
ら
ず
昨
年
初
よ
り
こ
の
趨
勢
は
逆
転
L
爾
後
益
々
較

差
を
拡
げ
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
又
前
年
同
月
比
指
数
を
採
れ
ば
現
金
通
貨
は
二
十

一
年
三

月
の
旧
円
回
収
の
影
響
を
う
け
て
二
十
二
年
中
は
三
月
以
降
数
ヶ
月
間
断
層
的
な
上
昇
を
示
し

て
い
る
の
を
別
と
し
て
も
各
月
二
倍
以
上
の
膨
脹
を
見
せ
て
い
る
が
、
昨
年
は
六
割
台
に
低
下

し
本
年
に
入
り
祖
税
徴
収
を
主
因
に
て
胞
の
低
下
を
示
し
て
い
る
。
然
る
に
預
金
通
貨
は
二
十

一
年
八
月
に
於
け
る
金
融
機
関
の
新
旧
勘
定
分
臨
の
影
響
が
翌
二
十
二
年
八
、
九
月
に
現
わ
れ

て
い
る
処
漸
増
の
歩
調
を
辿
っ
て
い
る
が
、
本
年
に
入
り
政
府
支
払
の
停
滞
貸
出
の
消
極
化

等
に
影
響
さ
れ
和
々
頭
打
ち
の
感
が
あ
る
も
の
の
未
だ
二
倍
程
度
を
維
持
し
て
い
る
。
誌
に
現

二
一
七
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預
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償
金
通
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十
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牛
中
二
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回
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一
回
、
二
十
三
年
中
六
二
回
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九
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て

四
一

二
八
九
・九
一

二

O
六
・五
一

二
O
了
三
一

二

O
五
・三
一

と
顕
著
な
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
尤
も
預
金
通
貨
洗
通
総
量
の
算
定
に
当
っ
て
手
形
交
換
高
に

加
算
し
た
行
内
交
換
高
或
は
現
金
払
小
切
手
額
の
推
定
は
二
十
二
年
六
月
に
於
け
る
東
京
手
形

交
換
所
加
盟
銀
行
十
数
行
に
関
す
る
調
査
を
全
国
に
敷
約
し
て
い
る
に
過
ダ
な
い
か
ら
、
東
京

の
み
の
場
合
は
兎
も
角
全
国
的
な
推
定
と
し
て
は
非
常
に
不
完
全
で
あ
る
が
、
他
に
調
査
が
な

い
の
で
己
む
を
得
ず
こ
れ
を
利
用
し
た
。
従
っ
て
戦
前
東
京
手
形
交
換
所
で
行
っ
た
回
転
率
算

出
と
方
法
論
的
に
は
大
休
一
致
し
て
い
る
が
、
戦
前
の
も
の
は
行
内
交
換
高
等
の
推
定
が
低
い

の
で
排
出
さ
れ
た
数
字
に
は
連
続
性
が
な
い
こ
と
と
な
り
戦
前
、
戦
時
を
通
じ
継
続
的
な
推
移

を
見
る
に
は
過
し
な
い
。

し
か
し
仮
り
に
二
十
三
年
中
の
回
転
率
を
戦
前
の
推
定
数
字
を
用
い

て
算
出
す
れ
ば
四
五
回
転
程
・肢
と
な
る
が
、
戦
時
体
制
下
に
於
け
る
銀
行
集
中
の
事
突
に
照
ら

し
て
見
れ
ば
、
同

一
銀
行
内
の
交
換
は
相
当
地
加
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。
又

仮
令
二
十
二
年
六
月
の
推
定
が
全
国
的
に
見
れ
ば
高
い
と
し
て
も
他
方
分
母
と
し
た
預
金
通
貨

は
全
国
銀
行
勘
定
に
よ
っ
た
か
ら
社
員
銀
行
勘
定
に
よ
る
よ
り
も
そ
の
純
聞
が
広
い
こ
と
L
な

り
、
此
の
意
味
で
相
殺
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
此
勘
案
す
れ
ば
二
十
三
年

中
の
預
金
通
貨
回
転
率
は
大
休
戦
前
昭
和
一
年

l
l
十
一
年
に
於
け
る
五
O
|

|
七
O
回
転
台

の
水
準
に
在
る
も
の
と
達
観
し
て
差
支
え
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

先
づ
預
金
通
貨
の
回
転
率
を
東
京
と
全
国
と
に
分
け
て
考
察
す
る
と
二
年
聞
を
通
じ
て
東

京
、
全
国
共
回
転
率
は
上
昇
し
つ
L
あ
る
ζ
と
、
昨
年
の
回
転
率
は
一
昨
年
に
比
し
傾
向
線
が

上
っ
て
い
る
と
と
、
両
者
共
毎
月
相
似
の
変
動
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
東
京
の
回
転
率
は
常
に



全
国
の
そ
れ
に
比
し
相
当
上
廻
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
右
の
内
東
京
の
回
転
率
が
高
い
の
は

算
定
上
の
誤
差
も
あ
ろ
う
が
、
大
体
農
林
水
産
業
等
に
比
し
取
引
の
回
転
の
早
い
商
工
業
が
都

市
に
偏
在
し
て
お
り
特
に
決
済
が
東
京
に
集
中
さ
れ
て
い
る
と
と
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
又
東
京
、
全
国
の
回
転
率
が
相
似
た
変
動
を
示
し
て
い
る
の
は
技
術
的
な
理
由
と
し
て
は

回
転
率
算
出
の
際
被
除
数
と
し
た
全
国
預
金
通
貨
流
通
総
量
は
全
国
手
形
交
換
高
に
東
京
手
形

交
換
高
対
東
京
預
金
通
貨
流
通
総
量
と
同
一
の
比
率
を
乗
じ
て
推
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ

て
、
東
京
と
全
国
の
回
転
本
が
異
っ
た
動
き
を
示
す
場
合
は
、
全
国
手
形
焚
挽
高
中
に
占
め
る

東
京
の
比
率
が
著
し
〈
変
動
す
る
か
、
除
数
た
る
預
金
通
貨
の
動
会
が
東
京
と
全
国
と
に
於
て

異
常
に
相
巽
し
た
一場
合
の
ほ
か
あ
り
得
な
い
が
通
常
短
期
的
に
は
か
L

る
こ
と
は
起
ら
な
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
こ
れ
は
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
回
転
率
の
上
昇
と
昨
年
に
於
け
る
カ
l

ヴ
の
上
向
で
あ
る
。
通
常
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
所
謂
第
三
段
階
に
入
る
と
通
貨
の
膨
脹
率
は
物
価
の
上
昇
率
に
及
ば
ず
通
貨
の
回
転
速
度

は
早
〈
な
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
預
金
通
貨
と
臨
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
然
る
に
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
危
機
が
叫
ば
れ
出
し
た
一
昨
年
は
年
聞
を
通
じ
て
見
れ
ば
可
成
り
経
慢
乍
ら
回

転
速
度
は
上
昇
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
月
別
に
見
れ
ば
五
月
以
降
は
年
末
の
季
節
的
上
昇
を
別

と
す
れ
ば
全
く
横
這
い
状
態
に
在
っ
た
も
の
が
、
昨
年
に
入
る
と
(
特
に
十
月
以
降
)
こ
の
上

昇
角
度
は

一
層
大
君
く
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
レ

l
γ
ヨ
ン
が
収
束
の
段
階
に
近
づ
い
た
と
云

わ
れ
る
時
期
に
於
て
か
L

る
預
金
通
貨
回
転
率
の
上
昇
は
何
を
意
味
す
る
か
問
題
で
あ
る
。
勿

論
誌
に
算
出
さ
れ
た
数
字
は
幾
多
の
脆
弱
性
を
内
包
し
て
い
る
か
ら
、
-
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て

軽
々
な
推
論
を
下
す
こ
と
は
差
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
つ
の
推
定
を
試
み
れ
ば
封
鎖

預
金
解
除
の
影
響
も
若
干
は
あ
る
に
し
て
も
、
昨
年
下
期
来
の
悶
価
格
の
横
這
い
等
の
事
象
を

考
慮
し
た
場
合
経
済
は

一
応
安
定
正
常
化
の
方
向
を
辿
り
つ
L
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
、

最
近
の
通
貨
回
転
卒
の
上
昇
特
に
そ
の
戦
前
水
準
え
の
復
帰
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
第
三
段

階
的
様
相
の
指
標
と
い
う
よ
り
は
、
経
済
の
一
応
の
安
定
正
常
状
態
え
の
指
向
の
顕
現
と
も
云

い
得
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
現
状
で
は
未
だ
単
な
る
金
詰
り
の
調
整
と
見
ら
れ
る
面
が
砂
〈
な

い
。
し
か
し
此
の
点
に
関
し
て
は
な
お
今
後
時
日
の
経
過
を
ま
た
な
け
れ
ば
正
確
な
判
断
を
下

し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
註
)
二
十

-
年
中
の
全
国
回
転
率
は
二
五
・
二
一
と
推
計
さ
れ
る
。

月
別
に
見
れ
ば
預
金

最
近

二
ヶ
年
に
於
け
る
通
貨
流
通
状
況

の
封
鎖
措
置
が
発
表
さ
れ
た
こ
月
と
一
一
一月
と
の
問
に

一
つ
の
断
層
が
あ
り
、
更
に
入
月

に
於
け
る
新
旧
勘
定
の
分
離
が
他
の
一
つ
の
断
層
を
形
成
し
て
何
れ
も
鋭
角
的
な
変
動

を
示
し
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
年
闘
を
通
じ
て
見
れ
ば
上
昇
傾
向
に
在

る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

而
し
て
本
稿
に
於
て
二
十
一
年
九
月
を
一
つ
の
基
準
時
と
し
て
各
指
数
を
算
出
し
て

い
る
の
は
単
に
現
金
通
貨
が
旧
円
封
鎖
前
の
水
準
に
復
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
ば
か
り

で
な
く
、
預
金
通
貨
の
回
転
率
が
第
二
封
鎖
預
金
設
定
前
の
五
月
|

|
七
月
の
水
準
に

略
ミ
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
九
月
以
降
通
常
の
季
節
的
カ
!
ヴ
を
描
い
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
、
更
に
現
金
通
貨
の
回
転
率
が
九
月
に
底
を
示
し
て
爾
後
再
び
上
昇
に
向

い
つ
L
あ
る
こ
と
、
而
も
現
金
通
貨
回
転
率
と
預
金
通
貨
回
転
率
と
が
比
較
的
相
関
的

な
推
移
を
辿
り
初
め
た
兆
が
見
ら
れ
る
こ
と
等
要
す
る
に
人
為
的
な
政
策
の
影
響
が
緩

和
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
在
る
。

(
註
〉
預
金
通
貨
回
転
率
算
出
の
基
礎
並
に
方
法
は
左
の
、
通
り
で
あ
る
。

付
預
金
通
貨
流
通
総
量
の
算
定
に
当
つ
て
は
当
座
預
金
払
民
総
額
を
採
る
か
、
手
形

受
換
高
の
計
数
を
利
用
す
る
か
問
題
で
あ
る
が
、
前
者
に
依
れ
ば
当
座
預
金
と
普
通

預
金
聞
の
単
な
る
移
動
等
も
包
含
さ
れ
る
の
で
木
稿
で
は
後
者
に
依
っ
た
。
な
お
手

形
交
換
高
を
利
用
す
る
場
合
小
切
手
の
み
を
採
る
か
手
形
を
も
含
め
る
か
之
亦
議
論

の
余
地
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
般
商
取
引
に
基
い
て
振
附
さ
れ
た
手
形
で

あ
っ
て
銀
行
を
支
払
場
所
と
す
る
も
の
は
大
体
当
座
預
金
口
座
に
於
て
支
払
勘
定
を

生
ず
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
こ
れ
を
も
算
入
す
る
こ
と
L
し
た
。

同
手
形
交
換
に
持
出
さ
れ
る
手
形
小
切
手
は
取
引
に
基
い
て
振
出
き
れ
た

一
切
の
手

形
小
切
手
を
網
羅
し
て
い
な
い
か
ら
手
形
交
換
高
に
行
内
交
換
高
へ
自
行
の
各
庖
相

互
聞
の
振
替
高
)
庄
内
振
替
高
〈
自
庄
の
預
金
口
座
上
の
振
替
高
〉
を
加
算
し
更
に

直
接
窓
口
現
金
払
と
な
る
直
取
小
切
手
の
中
単
純
な
預
金
引
出
に
非
ざ
る
も
の
を
加

え
た
。次
に
送
金
小
切
手
、
郵
便
為
替
証
書
、
振
替
貯
金
払
出
書
、
配
当
債
券
及
び
利

札
、
コ
ー
ル
手
形
、
雑
類
等
所
調
雑
手
形
類
を
控
除
し
、
又
木
行
支
払
の
当
座
小
切

手
並
に
政
府
小
切
手
は
市
中
当
座
預
金
の
回
転
に
直
接
関
係
な
会
た
め
こ
れ
を
除
い

一一ー
一一
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た
。
但
し
農
林
中
央
金
庫
並
に
代
理
交
換
を
受
け
て
い
る
信
用
組
合
等
の
交
換
支
払

手
形
及
び
本
行
持
出
手
形
中
市
中
当
座
預
金
の
回
転
に
関
係
な
き
も
の
を
控
除
し
得

な
か
っ
た
の
に
対
し
預
金
通
貨
と
し
て
は
変
換
所
加
盟
銀
行
の
分
の
み
を
と
っ
た
か

ら
こ
の
意
味
で
は
回
転
率
は
若
干
・
商
〈
な
る
嫌
が
あ
る
。

国
交
換
手
形
の
種
類
別
内
訳
等
に
関
す
る
全
国
的
な
統
計
は
皆
無
で
あ
る
の
で
比
較

的
統
計
資
料
の
整
っ
て
い
る
東
京
手
形
交
換
所
の
調
査
に
基
い
て
先
づ
東
京
に
於
け

る
預
金
通
貨
流
通
総
量
の
算
定
を
行
い
そ
の
結
果
を
全
国
に
蚊
桁
し
た
。

同
全
国
手
形
交
換
高
は
昭
和
十
九
年
ま
で
で
統
計
が
中
止
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
ニ

十
年
以
降
分
の
割
査
が
進
ん
で
い
る
の
で
現
街
ま
で
に
判
明
し
た
全
国
手
形
交
換
高

に
、
東
京
手
形
交
換
問
の
東
京
預
金
通
貨
読
通
総
監
に
対
す
る
毎
月
倍
率
と
同
一
の

倍
率
宏
来
じ
て
全
国
預
金
通
貨
流
通
総
監
を
算
出
し
た
。

同
右
数
量
化
全
国
銀
行
当
座
預
金
と
当
陸
貸
越
の
新
勘
定
月
中
平
均
残
高
で
除
し
て

回
転
率
を
算
出
し
た
。
此
の
際
会
凶
の
当
座
預
金
の
平
均
残
高
は
東
京
の
月
末
残
高
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十
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七
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十
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十
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対
月
中
平
均
残
高
〈
毎
日
平
均
が
資
料
の
関
係
で
得
ら
れ
な
い
の
で
便
宜
勾
末
残
高

の
算
術
平
均
を
以
て
代
え
た
。
然
し
最
近
の
様
に
月
末
の
残
高
と
毎
日
の
残
高
と
の

聞
に
著
し
い
較
差
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
正
こ
の
数
字
に
よ
る
こ
と
は
回
転
率
を

突
際
よ
り
も
低
め
る
倶
れ
が
あ
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
)
の
毎
月
比
率
よ
り
推
定

し
、
当
座
貸
越
路
高
に
つ
い
て
は
月
末
の
膨
脹
少
き
た
め
月
末
残
高
を
採
っ
た
ハ
当

座
貸
越
を
含
め
る
場
合
契
約
限
度
額
を
と
る
か
貸
越
残
高
を
と
る
か
問
題
の
存
す
る
-

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

資
料
の
関
係
も
あ
る
の
で
本
稿
で
は
後
者
に
依
っ
た)。

例
た
お
企
国
銀
行
勘
定
に
依
拠
す
る
と
と
は
回
転
率
を
低
め
る
懸
念
が
あ
る
。
即
ち

手
形
交
換
高
に
対
応
す
る
の
は
社
員
銀
行
勘
定
が
主
で
あ
っ
て
本
来
こ
れ
に
依
る
ベ

舎
で
あ
る
が
、
戦
後
完
全
な
資
料
が
な
〈
、
又
騒
近
一
一
一
一
一ヶ
月
の
削
指
で
は
、
全
閣

銀
行
勘
定
中
の
泌
l
座
預
令
正
社
員
銀
行
勘
定
中
の
そ
れ
と
の
比
は
九
割
程
度
と
戦
前

の
七
割
弱
に
比
し
そ
の
差
は
圧
縮
さ
れ
て
い
る
上
に
手
形
交
換
所
の
な
い
地
区
で
も

近
隣
の
交
換
所
に
持
出
す
場
合
も
あ
る
の
で
-
応
全
国
銀
行
勘
定
に
依
っ
た
。
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1

行
内
・
父
線
高
1

正
腕
な
資
料
は
な
い
が
、
東
京
手
形
炎
換
所
に
於
て
昭
和
三
十
二
年
六
月
加
問
銀
行
十
数
行
に
つ
い
て
行
内
交
換
請
の
交
換
持
出
手
形
総
徹
に
対
す
る
比
率
を
調
査
し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ

fo総
平
均
比
認
を
然
出
し
〈
三
七
・

八
%
と
な
る
〉
こ
れ
を
別
問
し
た
。

Z

他
簡
単
骨
比
率

l
東
京
手
形
交
鍛
所
加
問
銀
行
の
月
末
日
収
納
高
内
訳
袋
に
よ
る
受
入
手
形
小
切
手
総
鰍
中
に
占
め
る
他
尉
券
の
比
率
で
あ
る
が
、
問
和
二
十
三
年
八
月
以
降
は
調
資
が
な
い
の
で
阿
年
七
月
の
比
廓
が
継
続
す
る
も
の
と
清
倣

し
た。

3

直
取
小
切
手

1
東
京
手
形
交
換
所
の
昭
和
二
十
三
年
六
月
に
於
け
る
羽
交
に
よ
れ
ば
直
取
小
切
手
(
問
視
金
払
小
切
手
)
の
交
抽
出
持
出
手
形
総
額
に
対
す
る
比
率
は
約
三
鴎

・
七
八
%と
な
っ
て
い
る
が
、
ζ

の
中
半
分
は
単
な
る
当
座
預
金
の

引
出
と
推
定
し
、
取
引
の
決
済
の
た
め
授
受
さ
れ
た
小
切
手
は
一
七

・
三
九
%
と
し
た
。

4

鯵
手
形
類
1
昭
和
二
十
三
年
四
刀
ま
で
は
東
京
手
形
交
換
所
の
調
資
が
あ
る
が
五
月
以
降
は
録
手
形
激
の
交
換
持
出
手
形
総
額
に
対
す
る
凶
対
の
比
率
〈
二

7
七
M
m
)

を
そ
の
俄
利
用
し
た
。
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合
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数
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三4
6周
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そ
の
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金
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二七三
・ニ

}一間四
・九

一八九
・九

-一一八
・一一

エ
ニ回・
z

-一一七・七

日一一一一
τ
一

}一凶阻
・九

ニeh
氾
・六

ニ
一晶玉・六

三一七
・七

=
5
Z
二

五七回・七

ニ八
λ

・四

三五五
・九

三六日品
・七

目
、
現
金
通
貨
の
回
転
速
度

一
定
の
生
産
構
造
と
流
通
組
織
の
下
に
於
て
は
現
金
通
貨
の
回
転
率
Lι

預
金
通
貨
の
回
転
率

と
は
比
較
的
相
似
た
推
移
官
示
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
戦
前
に
於
け
る
両
者
の
変
動
も
大
体
こ

れ
を
実
証
す
る
如
〈
で
あ
る
が
、
戦
時
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
過
し
て
破
泌
と
混
迷
の
挫
に

戦
後
一
層
悪
化
を
見
た
経
済
情
勢
下
に
果
し
て
両
者
の
関
連
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が

先
づ
問
題
と
な
る
。
而
し
て
現
金
通
貨
回
転
率
の
算
出
は
支
払
方
程
式
(
フ
イ
ツ
シ
ヤ
l
の
交

換
方
程
式
を
修
正
し
た
も
の
)
に
よ
る
こ
と
が
比
較
的
科
学
的
で
占
め
ろ
う
が
、
現
在
の
統
計
資

料
の
範
囲
で
は
時
間
的
に
見
て
も
な
お
相
当
の
困
難
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
、
本
和
で
は
と
り
あ

え
ず
細
合
銀
行
の
月
中
現
金
受
入
高
と
現
金
通
貨
平
均
残
高
と
の
比
率
が
現
金
通
貨
回
転
率
の

趨
勢
に
大
休
に
於
て

一
致
す
る
と
の
仮
定
に
立
ち
、
先
づ
二
十
一
年
九
月
並
に
二
十
二
年

一
月

三Z ニニニニ J、 三三 o ブ1.. :JL "l、、 4コ-t -t: -1コプ< :>叱立主 主担 匹'
へ u司王弐 三宅宍ペ 'Rペミ宍ヘヨえて宍宍てへヨミペ
ニユ Cコζ〉 少し :n 三五 三三 a信 一-"" .}"、 :It. ー' 三"'- :t< 宜主 ーー o 
♀_t_.，_えさ-ZEJL面毛歪 三 三 Zig-主主一望ーま ー

二
二
四

を
基
準
と
し
て
夫
々
指
数
を
算
定
し
た
。
尤
も
こ
れ
の
み
で
は
絶
対
仮
の
算
定
が
不
可
能
で
あ

る
こ
と
、
特
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
下
で
は
、
金
融
機
関
の
外
に
滞
留
回
転
す
る
現
金

が
相
当
の
額
に
上
り
取
引
の
実
勢
を
充
分
反
映
し
な
い
こ
と
等
の
欠
陥
を
有
す
る
(
過
去
に
於

て
本
行
が
行
っ
た
支
払
方
程
式
に
よ
る
推
算
と
本
稿
と
同
様
の
方
法
に
よ
る
推
算
と
の
聞
に
も

可
成
り
の
誤
差
が
あ
る
〉
。
し
か
し
乍
ら
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
算
定
し
た
結
果
は
二
十
一
年
九

月
以
降
現
金
通
貨
回
転
率
指
数
の
方
が
預
金
通
貨
の
そ
れ
を
大
体
下
廻
っ
て
は
い
る
が
、
可
成

り
相
関
的
な
変
動
を
示
し
て
共
に
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
昨
年
一
月
か
ら
九
月
に
至
る
九
ヶ
月

間
の
月
別
指
数
は
非
常
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
又
二
十
一
年
は
通
貨
措
置
の
関
係
上

基
準
と
な
り
得
な
い
の
で
(
現
金
通
貨
回
転
率
は
預
金
、
通
貨
の
そ
れ
に
比
し
相
対
的
に
高
く
な

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
)
二
十
二
年
と
二
十
三
年
と
を
比
較
す
る
と
現
金
通
貨
回
転
率
は
玉

三
沼
、
預
金
通
貨
の
そ
れ
は
五
一
%
と
略
々
同

一
の
勝
賞
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

両
者
の
相
関
性
は
最
近
に
於
て
も
相
当
程
度
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
一
応
推
測
さ
れ
る
の
で
、

此
処
で
は
多
少
の
誤
差
を
無
視
し
て
戦
前
昭
和
一

l
i十
一
年
に
於
け
る
預
金
通
貨
回
転
率

(
V〉
の
現
金
通
貨
回
転
率

(V
)
に
対
す
る
平
均
倍
率
=
て

九

(
調
査
時
報
第
四
号

一
O
五

頁
掲
載

【附
和
二
十
三
年
}
月

「
我
国
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
段
階
に
つ
い
て
」
の
附
表
第

凹
】
の
回
転
率
よ
り
算
出
)
を
以
て
第
五
表
に
掲
げ
た

γ
を
除
し
こ
れ
を
仮
り
に

V
と
看
倣
し

て
第
六
表
に
推
定
回
転
殺
と
し
て
括
弧
書
に
て
掲
記
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
仮
定

的
数
字
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
今
後
別
途
の
方
法
に
よ
っ

て
改
め
て
算
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

a-sコ
】
、

三一て

ん

4
J河
」
ノ
4
4手

現

金

通

貨

回

転

速

度

談

昭
和

二
十
二
年

E

-

(
O叶
四
九
〉
一

(
0・五
回
〉
司

(
0・七
一
〉一

(
0・八
二
〉
一

ハ
0
・九
一

γ

(
0・
八
=
一)
一

二
十
一
年
九

月
基
準
指
数

|回B月

肱

単定

二
十
ご
年

一

月
基
準
指
数

一0
0
・0
一

九
八
・
=
一』

一一一
一一一・
=
一…

一
一
一六・
セ

一
五

了
七

二
一
一
八
・一二

六五四三=一

月月月月月月

九
六
・
二

九
四
・六

一
-
八
・
六

一
一
二

・
八

一
間
五
・八

ご
三
一
了
。
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月月月中月月月月月月月月月月月月中月月月月月月

(
m
m
考
〉

1

(
0・八
九
)
↑

(
0・九
O
)
一

(
0・九
一
一
)

(
0・八
八
)

〈
0
・九

一)

ハ
一
二二
九
)

(
一
0
・五
五
)

〈
0
・七
回
)

(
0・九
六
)

(一

・
一
一)

(一

二

四
)

(一

・一

一
)

(
了
O
八
)

(
て
二
四
)

〈一

・三
O
)

〈
て
三
O
)

〈一

・ムハ

一)

(
一
・
五
五
〉

(一

・九
O
)

(
一
五
・
八
八
)

〈
了
四
六
V

(一

・七
一
)

〈一

・八
六
)

一
一ハ六
・七
一

一六
0
・三
一

一
四
入
圭
一
一
一
回
二・
六
一

一
五
五
・
O
一

-
四
九

-Q

一
七
八
・
三
一
一

七一

・五
一

一六
0
・
0
一

一

五

三

・九
一

一
一一
二

・七

一一一

一ニ
・
二

〈
一
一
九
・三
)

一

一
四
一

・
七
一
二
一
一
六
・三一

一
七

了
七
一

二
ハ
六
・七
-

三
二
0
・
0
一

-
二
一

・五
一

二
二
λ
・
三
一

=

一
九
・六
一

二
三
五
・
O
一
一
一
二
六
・O
一

三
Oλ
・一二一

二
0
0・一三

二
-五
・
O
一

二
O
六
・七
一

二
六
六
・七

一

二

五

六
・四
一

一
一
四
八
二
三

二
=
一
八
・八
一

三
六
八
・三
一

二
五
八
・O
一

二
四
一ニ
・
三
一
二
三
四
・O
一

一一一
一
五
・
O
一

コ

一O
二
・九
一

〈
一
八
二
・八〉

一

二
O
三
・
O
一

一

九
五
・五
-

一
一四
0
・
0
一

二

三

0
・八
一

二
九
六
・七

一

二

八

五
・一一一

月
中
鈍
定
回
転
率
は
預
金
通
貨
月
中
回
転
率
・を
回
定
締
率
=
了
九
に
し
て
除
し
て
算
出
、
従
っ
て
指

数
の
動
き
と
は
多
少
の
凱
誌
が
あ
る
。

2

年
中
の
指
数
は
二
十
一
年
中
を

-
O
Oと
し
た
も
の
で
あ
る
。
〈
後
出
融
参
照
〉

(
従
)
組
合
銀
行
の
月
中
現
金
受
人
前
は
戦
後
会
闘
的
な
翻
資
が
な
〈
二
十
コ
ヰ
四
月
以
降
東
京
、
大
阪
の
調
査
が

あ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
二
、
三
年
の
短
期
的
趨
勢
を
貌
う
に
は
或
る
程
度
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
本
穏
で
は

東
京
の
調
査
に
依
拠
し
て
回
転
移
指
数
を
算
出
し
た
が
金
敵
機
関
相
互
の
受
入
は
ζ
れ
を
除
い
た
。

な
お
丹
来
日
現
金
収
納
骨
同
に
関
す
る
企
図
的
統
計
が
あ
れ
ば
、
と
れ
を
既
に
算
出
さ
れ
て
い
る
沿
去
の
回
転

率
に
連
繋
し
大
体
に
於
て
簸
近
の
V
の
絶
対
値
を
総
定
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
亦
東
京
の
調
査
の
み
し
か

得
ら
れ
な
い
〈
而
も
二
十

一
年
一
月
に
初
ま
り
二
十
一一一年
七
月
で
終
っ
て
い
る
ゴ

従
っ
て
月
末
日
現
金
収
納
高

の
東
京
対
全
国
の
比
率
が
過
去
と
変
化
な
き
と
と
を
品
川
殺
と
し
な
い
限
り
東
京
の
調
査
の
み
を
刺
用
し
て
速
務

最
近
二
ヶ
年
に
於
け
る
通
貨
流
通
状
況

せ
し
め
る
こ

E
は
危
険
で
あ
る
。
獄
み
に
東
去
の
月
来
日
現
金
収
納
商
の
推
移
に
よ
っ
て
過
去
と
適
職
摘
し
た
杭

果
H
U
議
し
〈
低
い
回
転
率
を
得
た
。
勿
論
こ
れ
は
過
去
に
於
て
見
、
つ
れ
な
か
っ
た
関
取
引
の
発
生
に
よ
り
銀
行

の
外
に
抽
出
回
転
寸
る
通
貨
が
初
当
多
い
こ
と
を
も
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
註
)
三
十
一
日
牛
を

一
O
Oと
す
る
年
中
の
回
板
率
指
数
は
次
の
算
式
に
よ
っ
た
。

〈
ニ
十
一
年
、
二
十
二
年
、
三
十
=
一
年
各
年
の
現
金
通
貨
平
均
残
問
を
夫
々

M
・
M
・
M
と
し
、
一
一十

一、
二
年
の

東
京
月
末
日
現
金
収
納
高
年
平
均
を
夫
々

A
・
A
、
二
十
三
年
の
東
京
月
中
現
金
受
人
前
年
平
均
を
A
と
す
る
)

p.
=
‘
 

|

|
|
LF
X
H
O
O
ハ
ご
十
二
年
中
回
転
山
中
指
数
)

b
e
-
¥】
rH
H

b

に
弓
a

i
h
-
-ド
×
0

・0
自

E

X
H
O
O
〈
二
十
三
年
中
回
転
率
指
数
)

〉
之
出
戸

右
式
に
於
て

0
・
0
六
五
聞
な
る
数
値
は
二
十

一
年
九
月

二
十
三
作
十
二
月
間
同
に
於
け
る
各
月
中
現
金
受

、‘Ja
 

入
荷
を
現
金
通
貨
各
月
中
平
均
汲
官
聞
に
て
除
し
て
得
た
商
仙
川
の
合
計
Z
と
、
各
月
末
日
現
金
収
納
訪
を
同
様
現

A
り

r、
、

k
』
ノ

金
、
必
党
各
月
中
平
均
残
高
に
て
除
し
て

待

た
M

剛
山
仰
の
合
計
却
と
の
比
郡
山
何
で
あ
っ
℃
、
二
十
一
年
四

，f
、

l
a
--
4

J
r
e
、、

H
円

1
二
十
二
年
十
二
月
の
矧
問
を
と
る
も
、
又
二
十
二
年
中
を
係
る
も
殆
ど
同

一
の
数
値
を
得
る
。

ζ
の
ζ
と

は
月
中
現
金
受
入
高
に
対
す
る
月
末
日
現
金
収
納
高
の
割
合
が
平
均
的
に
見
れ
ば
大
体
0
・
0
六
五
四
で
あ
る

こ
と
を
訟
味
す
る
も
の
と
見
て
も
器
支
な
い
。
な
お
二
十
一
日
ヰ
九
月
を
基
準
と
し
て
同
及
び
似
を
夫
々
指
数
化

し
、
二
十
一
年
十
月
よ
り
二
十
二
年
十
二
月
に
至
る
ご
つ
の
現
金
通
貨
回
転
率
指
数
を
求
め
汲
小
自
梁
法
に
よ

れ
ば
炎
々
次
の
知
〈
著
し
〈
近
似
せ
る
趨
勢
線
方
程
式
を
得
る
。

月
中
現
金
受
人
前
に
よ
る
場
合

ω

司、
u
岡田
明
・
∞
4
+
由
・
H
4H

月
末
日
現
金
収
納
直
に
よ
る
場
合

ω

可、
u
同国明
・師
同
+
由
・。
明
H

玉
、
通
貨
流
通
総
量
と
物
価
及
び
取
引
量
の
推
移

通
貨
済
通
総
量
と
物
価
並
に
取
引
量
の
月
別
推
移
に
つ
い
て
は
統
計
資
料
の
欠
欠
と
不
備
と

の
た
め
此
等
相
互
間
の
数
的
関
係
を
厳
密
に
検
討
す
る
こ
と
を
や
め
単
に
そ
の
推
移
を
窺
う
に

止
め
た
。
な
お
月
別
に
見
る
場
合
に
は
取
引
と
決
済
と
の
時
間
的
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

此
処
に
掲
げ
る
指
標
は
通
貨
残
高
と
回
転
速
度
と
に
つ
い
て
は
前
掲
の

数
字
を
そ
の
僚
利
用
し
た
が
、
物
価
と
取
引
量
と
に
つ
い
て
は
適
当
な
計
数
を
得
ら
れ
な
い
の

で
巴
む
を
得
ず
現
実
物
価
指
数

〈本
行
調
査
、
主
要
生
産
財
四
十
四
品
目
加
霊
平
均
〉
全
都
市

消
費
者
物
価
指
数
(
総
理
庁
統
計
局
調
)
生
産
財
並
に
消
費
財
生
産
指
数
〈
国
民
経
済
研
究
協

会
制
)
に
拠
っ
た
。
併
し
乍
ら
通
貨
の
媒
介
す
る
蘭
は
独
り
物
的
生
産
に
限
ら
な
い
許
り
で
な

〈
右
の
生
産
指
数
は
鉱
工
業
生
産
の
み
の
推
移
を
示
す
に
止
ま
り
農
林
水
産
物
の
生
産
は
全
〈

除
外
さ
れ
て
い
る
た
め
此
の
場
合
の
利
用
価
値
と
し
て
は
決
定
的
な
弱
点
を
有
し
て
お
り
、
又

二
二
五



主ι
ol!B 

説
(
そ
の

一、、ノ

金

融

取
引
量
は
生
産
高
と
取
引
回
数
と
の
相
乗
績
で
あ
る
が
、
取
引
回
数
に
関
す
る
調
査
が
な
い
の

で
こ
れ
を
間
定
的
な
も
の
と
仮
定
し
生
産
指
数
を
以
て
使
宜
取
引
指
数
に
代
用
し
た
。
更
に
貨

幣
的
取
引
総
額
と
し
て
は
賃
金
支
払
額
租
税
移
納
額
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
と
こ
で

は
一
応
こ
れ
を
考
慮
外
と
し
た
。
次
に
物
価
指
数
と
し
て
何
を
採
る
か
に
つ
い
て
も
旋
義
が
あ

る
が
、
公
定
物
価
指
数
を
使
用
す
る
こ
と
は
開
価
格
闘
の
存
在
を
無
視
し
得
な
い
限
り
理
論
的

に
無
理
が
あ
る
の
で
生
・
鍾
財
、
消
費
財
夫
々
の
実
効
物
価
指
数
と
し
て
前
記
の
統
計
を
用
い
る

こ
と
と
し
た
。

第
七
表
付

現

金

通

貨

生

産

額

対

比

表

(

昭

和

二
十

一
年
九
月
基
準
〉

~ 1昭
和 和

十

年
九八七六五四三二一十十 十 九八七六五 l泊三二 一

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

一
現
金
通
貨
残
高
一

一

(
A
)

一

一
五
二
二
ハ
一

一
六
回
・四一

一
七
八
二
ハ一

一
九

了

二

三
O
三
・二
一

三
一二
・九
一

二
二
四
・九
一

二
三
六
・七
一

-一四
五
・O
一

一一五
λ
・九
一

三
七
六
・二
一

一一
一
一
0
・六
一

一二四一
子
四
一

三
四
一
・
四
一

三
四
七
・
八
一

三
四
六
・九
一

三
五
二
・二
一

三
五
六
・九
一

コ
一七
四
・
二

三
九
二
・二
・

四
O
五
・二

同
回
転
率

(
B〉

九
六
・二

九
四
・
六

一
一
八
・
六

三
二

・八

一
四
五
・
八

=
三
子

O

一
六
0
・一-一

一
回
二
・六

一
四
九
・
O

一
七
一

・五

一
五
三
・九

二
一
一一一・
一

一
一ニ
ムハ
・一一

一
六
六
・七

一一
一
一
・五

一
一
一
九
・六

二
二
六
・
o

=
0

0
・二
一

二
04ハ
・七

二
五
六
・四一

二
三
八
・八
司 一

現
金
通
貨
流
通
総
一

一
量

(
A〉×

(B
)
一

一
四
六
・八一

一
五
五
・五一

一一

一一

・八一

二
三
二
・八一

二
九
六
・=一
一

二
八
一一
一・二
一

三
六
0
・五
一

三
三
七
・五
一

コ
一
六
五
・
二

四
四
四
・

o-

凹
ご
五
・
三

六
六

一
・九
一

四
六
七
・七
一

一4
六
九
・
=

七
三
五
エハ
一

七
六
一

・八一

七
九
六
・
O
一

七
一
凹
・
L

七
七
三
・三一

一、

O
O五
・六一

九
六
七
・六
一

一一
一
一六

な
お
問
題
と
な
る
の
は
現
余
涌
貨
と
預
金
通
貨
と
の
流
通
而
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う

点
で
あ
っ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
誕
行
が
生
産
財
或
は
見
方
を
変
え
て
云
え
ば
卸
売
部
門
の

取
引
に
も
現
金
決
済
の
風
潮
を
促
が
し
た
こ
と
は
議
論
の
余
地
の
な
い
所
で
あ
る
.か
、
何
と
云

つ
で
も
現
金
通
貨
は
消
費
財
乃
至
家
計
商
の
媒
介
を
主
と
す
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
の
で
現
金
通

貨
流
通
総
量
(
残
高
×
回
転
率
)
と
消
費
財
取
引
総
額
(
取
引
回
数
を

一
定
と
仮
定
し
使
宜
消

費
財
実
効
価
格
×
消
費
財
生
産
高
を
以
て
示
す
)
と
た
対
比
し
、
預
金
通
貨
流
通
総
量
に
対
し

て
は
生
産
財
取
引
総
額
を
対
比
し
た
が
便
宜
上
総
て
指
数
を
用
い
た
。

消
費
者
物
価
指
数
一

(
C
)
一

一
二
九
・六
一

一
四
四
・
O
一

一
六
0
・五
一

一
六
0
・八
一

一
九
了
三

一一二
一一・

一
一

二
六

7
9

二
五
三
・O

二
六
二
・
八
一

二
七
六
・五
一

二
九
二
・九
一

三一
一一
0
・四一

一三
一一五・
五一

三
五
四
・0
一

三
六
三
・
O
一

三
七
七
・二
一

三
八
四
・
九
↑

凹
O
二
・七
一

四
六
二
・
二
一

間
九
二
・
四
一

四
八
九
・二一

(
小
売
物
価
指
数
)

一

(
一
一一一一

・ムハ)

(
ご
ニ
=
7
0
)

(
一
一二九
エ
ハ
)

こ

五
五
・七
)

〈
一
六
二
・七〉

(
一
六
五
・一

〉

〈
一
九
九
・主
)

(一一一

一一一・一

)

(
二
五
五
・王
)

(三
四
0
・0
)

(三
九
六
ニ
一
)

〈四
二
四
・
O
)

(
四
三
凹
・八
)

(
四
五
二
一・八
)

(
四
七
二
・
五
)

(四
七
五
・
八
)

(
四
九
六
・七〉

〈五

O
凹
・八
)
-

(
六
二
八
・五)一

(
七
六
=
一・七〉
一

(八
七
0
・
七
)
↑

消
費
財
生
産
指
数

一

(
D

)

一

八
一・
九

七
九
・一

八
八
・
一

一

七
七
・
ご

八
六
・七
一

八
五
・三
一

八
六
・二
一

九
八
・九
一

一
-
四
・
一一

一
一
一凹
・六

九

一
・五

七
四
・
o

七
了
五

一
O
一
・四

一
O
七
・六

九
六
・
o

八
五
・
o

八
九
・五

二
一一一
一・五

一一

一九
・六

一
四
四
二

|消
|賀

町慰
七六五 三 三 三三三 ニニ二三二 二 二 一一一一 一一 [0$.
O三七六二六九五三四六四九五二八六 二 四一 01さ産
四八 00七二 O九九四八四九 O五九五凹 一 三六 lU55
ι i¥旦二二 六三九五01ム二ρー主ム♀町二lごー



昭
和
二
十
三
年
十
月

十
一
月

十
二
月

昭
和
二
十
四
年

一

月

二
日
川

三

日川

四
二
七
二

四
瓦

0
・七

五
O
=
一・四

五
三
七
・
七

五
一
八
・九

五
O
四
・二

二
五
八
・
o

二
三
四
・O

一一一
O
二
・九

一
九
五
・五

一一一一一

0
・八

一
、
一
0
7九一

一
、
O
五
回
・六

一
、
五
二
四
・八

一
、O
五

一
・二

一
、
一
九
七
・六

一
、
四
三
八
・五

第
七
表
伺

現

金

通

貨

生

産

額

対

比

表

〈

昭

和

二

十

二

年

一

月

基

準

)

昭 昭
和 和

十

年 年
十九λ 七六五四三 二 一 十十十九八七六五 四三二一

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

一
現
金
通
貨
残
高

一

(
A
)

一0
0
・0

一
O
七
・七

一
-
七
・
0

一
二
五
・三

一一一一一
一一
・一
一

一
一一一九
・六

一
四
七
・四

一
五
五
・
二

一
六
0
・六

一
六
九
・七

一
入
一
・
o

二
O
一
ニ
・六

二
二
五
・
o

二
二
一
ニ
・八

二
二
七
・九

二
二
七
・一一一

}一一
一一0
・λ

ご
三
三
・九

二
四
五
・ご

二
五
七
二

二
六
五
・五

二
七
九
・
九

最
近
二
ヶ
年
に
於
け
る
過
貨
流
通
状
況

同
回
転
率

(
B
)
 

一0
0
・0

九
八
・三

一一

一一-一
・一一一

一
二
六
・七

一
五

一
・七

一一一一八
・三

一
六
六
・七

一
四
八
・一一一

一
五
五
・
o

一
七
八
・一芸

一
六
0
・0
一

二
一二

・七
一

一
四
了
七
↑

一
七
了
七
一

二
二

0
・0
一

二
二
八
・三一

二
三
五
・
O
一

二
O
八
・三
一

二
一
五
・O一

二
六
六
・
七
一

二
四
八
・三
-

二
六
八
・一}一

現
金
通
貨
流
通
総

量

(A
)
×
(
B
)

一0
0
・0

一
O
五
・九

一
四
三
・九

一
五
八
・
八

二
O
二
二

一
九
一一了
一

二
阻
五
・七

一一
一一一0
・二

二
四
八
・九

三
O一
一・六

二
八
九
・六

四
五

一
・四

三
一
八
・八

.
一一一
八
回
・
三

五
O
て
四

五一

八
・九

五
四
一
-
・四

四
八
七
・二

五
三
七
・二

六
八
五
・七

六
五
九
・二

七
五

一
・
o

四
七
五
・入
一

五
O
七
・
。
一

五
三
回
・
八
一

五
五
六
・
三
一

五
四
五
・
九
一

五
四
八
・

一一

消
費
者
物
価
指
数
(C
)
 

一0
0
・0

一
一
一

・
一

一
一一一
一一
・八

一一

一四
・
o

一
四
七
・五

一
七
了
四

二

0
7四

一
九
五
・二

二

O
二
・七

二
一
一ニ
・一一一

二
二
五
・九

二
五
四
・九

二
五
八
・八

二
七
三
二

二
八
0
・。

二
九
0
・
一

二
九
六
・九

一一一

一
0
・七

三
五
六
・
五

三
七
九
・九

三
七
七
・四
一

三
六
七
・
O
一

(九
二
九
・六
)
一

(九
七
0
・九
)

(九
七
六
・三
)

(一

、O
二
ニ
・一二)

(
一
、
O
二
一
・
二
)

(
一
、
O
二
一
二
・四
)

(
小
売
物
価
指
数
)

(

一

0
0
・0〉

(一

0
7
一〉

(
一
O
六
・
一
〉

(一

一
八
・四
)

三
二
三
・七
)

(
一
二
五
・
五
〉

(
一
五
了
七
)

(
一
六
八
・
八
〉

(
一
九
四
二
一
)

(
二
五
八
・五〉

(二
一0
7
一
)

(一一一二一一
・一一一)

(
三
三
0
・五〉

(一二
四
四
・九〉

(
三
五
九
・
一
)

(
三
六
了
七
〉

(
三
七
七
・五
)

(
三
八
三
・七〉

(
四
七
七
・八
)

(
五
八

0
・五
)

(六
六
一
・
八
)

(七
O
六
・中ハ)

一一一
一0
・二
一

一
O
九
・九
…

一
一五・
=一
一

一
一一
一一・ムハ
一

一
四
て
O
一

一
二
四
・
o一

消
費
財
生
産
指
数

(
D

)
 

一0
0
・0

九
六
・六

一
O
七
・六

九
四
・
一

一
O
五
・九

一
O
四
・
一

一
O
五
・
二

一
一
一0
・七

一
一一
一九
二二

一
五
二
二

一
一
一
・七

九
0
・三

八
七
・二

一
二
三
・八

一
一一
一
一
・一一
一

一
一
七
・二

一
O
三
・八

一
O
九
・一二

一
五
0
・七

一
五
八
・六

一
七
五
・
九

一
五
九
・
o

=
二
七

六
一
九
・手

五
五
七
・二一

六
一
六
・六
一

六
三
二
・O一

七
六
九
・七
一

六
七
九
・
六
一

消
費
財
生
産
総
額

(
C〉
×
(D
)

一0
0・。

一
O
七
・三

一
一一一二
・一一
一

一
一
五
・四

一
五
七
・七

一
七
七
・二

=
一
五
・=一

三
三
五
・六

ご
七
九
・五

一一
一一一
一一一・ムハ

二
四
九
・=

ご
二
八
・
六

}一一

一一一一・一

=
一四
0
・六

一二六
六
・λ

=一四
0
・。

=一

O
七
・
O

三
四
二
・七

五
回

0
・八

六
O
ニ
・五

六
六
三
・八

五
八
=
・一



モA
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説
(
そ
の

昭
和
二
十
三
年
十
一
月

十
三
月

昭
和
二
十
四
年
一
月

一一

回
川

三

月

第

|生
年|白

} 

、..../

金

融

二
四
三
二
弓

三
一
五
・
o

二
O
三・
三

二
四

0
・。

二
九
六
・七

七
一
入
・七

一、
O
四
一

・
一

七
一
六
・
四

八
O
一子
五

九
八

0
・六

二
九
五
・凶

=
二
ニ
0
・五

三
五
二
・
四

一一一一一一回
・八

三
三

0
・五

預

金

通

貨

生

産

額

対

比

表

(

昭

和

二

十

一

年

九

月

基

準

)

H目 昭
和和

年年
十九八七六五四三二一卜十十九八七六五四 三 二 一

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
月

一
預
金
通
貨
残
高

一

一

(
A
)
一
周
回
転
率

(B
)
 

一
四
五
・九

一五

一・
九

一
五
八
二
ハ

一
六
七
・四

一
六
五
・
九

一
六
二
・九

一
八
六
・九

一
九
0
・・一

ご
一
九
・七

二
二
四
・四

二
三
五
・六

二
四
六
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三
八
八
・
五
一

二
九
九
・
O
一

三
四
八
・二一

三
七
九
・
二

右
諸
表
に
よ
れ
ば
、
前
記
の
如
〈
最
近
特
に
預
金
通
貨
残
高
指
数
が
現
金
通
貨
の
そ
れ
を
上

廻
っ
て
い
る
事
実
を
反
映
し
て
預
合
通
貨
流
通
総
量
指
数
は
現
金
通
貨
流
通
総
量
指
数
を
二
倍

近
く
引
離
し
て
い
る
と
と
が
分
る
が
、
仮
り
に
預
金
通
貨
回
転
率
の
現
金
通
貨
回
転
率
に
対
す

る
倍
率
を
戦
前
の
平
均
倍
率
三
・
九
と
し
て
も
第
三
表
に
示
す
通
り
現
金
通
貨
残
高
は
預
金
通

貨
残
高
の
二
倍
台
に
低
下
し
て
い
る
か
ら
、
預
金
通
貨
流
通
総
量
の
現
令
通
貨
流
通
総
量
に
対

す
る
倍
率
は
漸
次
回
彼
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
現
金
通
貨
並
に
預
金
通
貨
流
通
総
量
共
夫
々
の
物
的
取
引
総
額
を
上
廻
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
実
効
価
格
と
し
て
選
ん
だ
指
数
が
適
当
で
な
か
っ
た
と
と
、
鉱
工
業
生
産
指
数
の
み
を

以
て
取
引
総
量
特
に
貨
幣
的
取
引
総
額
を
網
羅
し
符
な
い
こ
と
、
或
は
回
転
率
の
算
定
に
誤
差

が
あ
る
こ
と
又
は
此
等
の
競
合
に
よ
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
表
面
上
最
も
自
に
つ
〈
の
は
生
産

指
数
特
に
消
費
財
生
産
指
数
の
上
昇
皮
が
鈍
い
こ
と
で
消
資
財
の
輸
入
、
食
糧
生
産
の
増
加
等

を
考
隠
す
る
と
こ
れ
を
取
引
量
の
指
標
に
代
用
す
る
ζ

と
は
実
情
よ
り
柳
か
低
〈
表
現
さ
れ
る

懸
念
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
生
・
説
財
、
消
費
財
何
れ
に
せ
よ
実
効
価
絡
の
勝
賞
と
生
・
並
桶
加
と
に

対
応
す
る
だ
け
の
逝
貨
量
の
増
加
は
見
ら
れ
な
い
の
で
通
貨
回
転
車
の
上
昇
が
こ
れ
を
補
っ
た

こ
と
は
大
体
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
指
標
に
よ
っ
て
は
仮
り
に
通
貨
量
の
適
否
の
判

定
が
理
論
的
可
能
性
と
価
値
と
を
持
っ
と
認
め
ら
れ
て
も
直
ち
に
数
字
的
解
答
を
与
え
得
な
い

こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

而
し
て
僅
々
ご
ヶ
年
の
間
に
公
定
価
柿
は
ご
固
に

E
る
大
一
隅
引
上
げ
を
見
た
が
、
と
れ
は
間

取
引
の
決
済
に
充
て
ら
れ
て
い
た
通
貨
を
公
価
取
引
聞
に
可
成
り
移
動
せ
し
め
る
作
用
を
な
し

た
と
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
端
的
に
は
公
定
価
格
と
問
側
柿
と
の
較
差
の
縮
小
と
な
っ

て
表
わ
れ
て
お
り
、
第
七
茨
及
び
第
八
表
に
於
て
も
突
効
物
価
指
数
が
公
定
物
価
指
数
を
下
廻

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
特
に
昨
年
下
半
期
以
降
公
定
側
椅
の
大
問
な
上
昇

に
も
拘
わ
ら
ず
尖
効
価
柿
の
勝
勢
は
鈍
化
し
就
中
生
産
財
の
そ
れ
は
杭
這
い
に
近
い
状
態
を
呈

二
一二
O

〈
八
四
七
・四)一

(
八
六
六
・六〉一

(
八
八
六
・七)一

(
八
八
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・五〉一

二
三
六
・圭

二
二
三
・
八
一

二
三
七
・
二

二
六
八
・
ご

九
九
四
・九一

一
、
O
三
三
・八一

一
、
O
二
四
・五一

一
、
一
四
七
・
2

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
産
の
増
加
、
金
融
の
健
全
化
等
と
相
侠
っ
て
漸
次
閤
価
格
が
保
合
状

態
と
な
り
公
定
航
格
に
よ
る
取
引
の
比
重
が
大
と
な
り
つ
L

あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
従
っ
て
正

常
な
経
済
取
引
の
回
復
の
方
向
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
第

三
段
階
で
は
通
貨
回
転
率
が
高
〈
な
る
と
し
て
も
依
然
物
価
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
の
と
異
り
、

最
近
に
於
け
る
通
貨
回
転
率
の
戦
前
水
準
え
の
上
昇
に
は
前
に
も
一
一
宮
口
述
べ
た
よ
う
に
未
だ
単

な
る
金
詰
り
の
打
開
策
と
見
ら
れ
る
面
が
砂
く
な
い
と
は
い
え
漸
次
経
済
の
安
定
正
常
化
の
方

向
が
反
映
さ
れ
て
来
た
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
尤
も
か
‘
ふ
る
推
論
は
現
花
で
は
柳
か
早

計
に
失
す
る
懸
念
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
前
大
戦
後
の
独
逸
に
於
て
は
破
局
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
経
て
安
定
期
に
入
る
や
通
貨
の
回
転
速
度
は
低
下
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
唯
我
国
の
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
独
逸
の
場
合
と
は
規
模
も
形
態
も
そ
の
収
束
の
過
程
も
興
っ
て
お
り
文
経

済
体
制
に
も
差
異
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
経
済
の
安
定
に
よ
り
必
ず
通
貨
回
転
率
の
低
下
と
い
う

現
象
が
招
来
さ
れ
る
も
の
と
一
概
に
云
い
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
逆
に
通
貨
の

回
転
率
が
既
に
戦
前
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
今
後
更
に
顕
著
な
上
昇
を

示
す
こ
と
は
殆
ど
あ
り
得
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
現
在
予
測
さ
れ
る
程
度
の
経
済
情
勢

の
変
化
の
下
で
は
回
収
率
の
急
激
な
変
動
が
生
ず
る
か
ど
う
か
甚
だ
疑
問
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な

、LV六、

戦
前
と
の
慨
括
的
比
較

本
稿
は
最
近
二
ヶ
年
の
短
期
的
推
移
を
窺
う
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
か
ら
戦
前
と
の
比
較

は
締
め
て
概
括
的
な
瞥
見
に
止
め
る
が
、
便
宜
昭
和
十
一
年
を
基
準
と
し
た
最
近
の
指
棋
は
次

表
に
示
す
迎
り
で
あ
る
。
即
ち
第
-
に
現
金
通
貨
残
高
の
帯
増
に
比
し
預
金
通
貨
残
高
の
増
加

率
は
低
い
が
、
昨
年
に
於
て
地
加
率
の
粧
品
一
記
は
者
千
縮
小
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
第
二
に
迎
貨

流
通
総
量
の
対
戦
前
増
加
率
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
い
得
る
の
で
あ
っ
て
、
現
金
通
貨

流
通
総
量
の
樹
加
率
は
二
十
三
年
に
於
て
は
二
十
二
年
に
比
し
預
金
通
貨
流
通
総
量
増
加
率
と



の
差
を
縮
小
し
、
従
っ
て
預
金
通
貨
流
通
総
量
の
現
金
通
貨
の
そ
れ
に
対
す
る
倍
率
は
十
一
年

中
約
四

・
五
倍
に
対
し
、
二
十
三
年
中
は
略
ミ
一
に
ま
で
低
下
し
た
が
、

二
十
三
年
中
に
は
相

当
回
復
を
示
し
一

・
七
を
超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
第
三
に
通
貨
流
通
総
量
は
十
一
年
に
比
し

著
し
〈
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
が
、
こ
れ
は
結
柴
的
に
見
れ
ば
公
定
価
絡
と
工
鉱
業
生
・
巌

指
数
と
の
相
乗
積
を
若
干
上
廻
る
数
字
で
あ
る
。
従
っ
て
実
効
価
格
及
び
農
林
水
産
物
生
産
等

を
考
慮
す
れ
ば
通
貨
疏
通
総
畳
の
増
加
単
は
逆
に
過
少
な
る
を
思
わ
せ
る
が
、
取
引
回
数
等
の

算
定
の
結
果
に
侠
た
ね
ば
一
概
に
過
少
と
い
う
判
断
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
取
引
同
数
に
つ
い

て
云
え
ば
、
公
式
的
に
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
流
通
段
階
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
に
し

第
九
表

対

戦

月'1

車交

表

比

昭

和

十

一

年

二
十
二
年

二
十
三
年

現
金

濯
B弐
残
高

^ - ~ g主主宰

lき会
l亘金一じ主と

|同

|回

l転
| 率

卸
売
物
価
指
数

昭

ヰロ

十

一

年

二
十

二

年

二
十

三

年

凹
七
・八

一
一
一
七
・六

(
備
考
)

最
近
二
ヶ
年
に
於
け
る
通
貨
流
通
状
況

η
一
現
金

過

賞

パい

一

流

通

総

量

一回
・人

一0
・2
〈0
・世一)

一五
・九〈一
・O
七)

一一三、哲人=一

一、四穴一、

一九
一
(
六
一・凶〉

=一、八六-一、
O
回大(一さ一・凶〉

て
も
、
少
〈
と
も
適
法
な
取
引
に
関
す
る
隙
り
統
制
機
関
に
よ
る
取
引
集
中
の
傾
向
を
反
映
し

て
、
取
引
回
数
は
減
少
を
見
た
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
な
お
現
金
通
貨
並
に
預
金
通
貨
流
通

総
量
の
ほ
か
純
財
政
資
金
の
対
民
間
支
払
額
の
一
部
及
び
振
替
貯
金
払
出
額
等
が
取
引
の
決
済

額
と
し
て
加
算
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

此
等
数
字
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
過
去
三
ヶ
年
の
実
相
に
関
す
る
達
観
的
な
判
断
は
可
能
で
あ

る
が
、
資
料
的
方
法
論
的
な
制
約
の
下
に
算
出
さ
れ
た
計
数
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
我

国
経
済
の
バ

ラ
ン
ス
を
正
確
に
表
わ
し
て
い
る
と
云
い
得
な
い
こ
と
は
既
に
度
々
言
及
し
た
通

り
で
あ
る
。

I (MV) 

預
金

l i 一、入富一九

三
五
、
一
固
ま
〈
一
九
二
)

人冨
一、九九六(凶説
・七)

平全
均国
賃易
金ふ

指議
数者

小
売
物
価
指
数

一一一一一
・計

八
九
・主

〈
単
位

百
万
円
)

-
M抽伺
内
数
牢
は
山
間
和
十

一
年
配

一、と
し
た
場
合
の
悩
率
を
一
ホ
す
。

2

昭
和
十

一
年
の
税
金
通
貨
銭
前
は
日
銀
努
平
均
犯
行
路
よ
り
併
合
防
行
充
当
額
〈
月
末
平
均
〉
を
銭
除
し
て
目
級
品
村
平
均
流
通
hMと
治
倣
し
こ
れ
に
小
額
紙
悌
並
に
舗
肋
貨
の
月
末
平
均
〔
鮮
合
推
定
流
通
商
を
控
除
〉
を
加
・
え
た
も
の
で
あ
る
。

S

昭
和
十

一
年
の
顕
金
泌
貨
曲
山
間
は
企
図
銀
行
鰍
則
定
ハ
複
合
的
分
を
投
除
〉
の
上
期
末
下
期
米
当
腹
領
会
敢
に
当
山
陣
岨
A
帥

M
m
間
前
の
平
均
に

0
・
七
市
東
京
乎
形
交
組
出
所
網
益
五
大
相
却
前
叩
問
年
各
泊
月
中
高
平
均
と
の
比
v
b
z
衆
じ
て
年
中
平
均
を
鈴
附

し
た
。

4

昭
和
十
一
年
の
現
金
通
貧
困
服
部
は
木
行
創
出
品
川
側
、
預
金
泊
貸
与凶
伝
単
は
米
双
手
形
交
役
所
飼
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
三
十
二
相
ザ
こ
十
三
年
の
回
転
半
は
第
五
様
、
第
六
裂
に
絡
げ
る
数
字
で
あ
る
。
円
w
v
V
H
M
V

5

現
金
迎
貧
困
依
寧
を
前
項
況
の
〈
舷
〉
に
述
べ
た
如
〈
米
京
の
月
末
日
現
金
収
納
痛
に
基
い
て
悶
和
十
四
年
の
既
出
の
図
舷
織
に
巡
航
せ
し
め
る
と
す
れ
ば
=
十
二
年
中
玄

・
四
回
伝
、
二
十
=
一
年
中
λ
・
三
回
転
と
な
る
が
、
こ
れ
を
利
則
す

れ
ば
W
+
マ
は
ニ
士
平
小
二
、

L
O
一
十
徳
内
二
十
=一
年
中
七
、
ニ
=
o
十
億
円
と
な
る
。

F

M

 

¥
ノ
勺
，

一

V
、

V

一

倒

.
w
m
一

一=一
-一、円単
一

一

ニ、
色
七
、
一七
O
(
ニ
プ九)一

九、
()六
凶、
Z
ニ阻(六八
・三)一

|子22
1- Cコ

l豆豆ーと竺と
I I疏預
l::f正ーー 1 

8 夏通金
言 ベ|総通
'信・乞:問 l

え夫 λ |景貨
IW - I 
-t 三~ I 

λ 圭 I(M'Y') 

給、通
貨

工

鉱

業

綜

合

生

産

指

.
数

0
・二
七

0
・四
一

消
費
財
生
産
指
数

0
・一一三

0
・四
六

0
・三
二

0
・四

O一一一一一一



ヨ命』

函潤

金

融

説
〈
そ
の

一
、._/

七
、
結

歪A
亘圃

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
過
賞
流
通
の
現
祝
は
傾
向
的
に
は
略
ミ
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け

で
あ
っ
て
、
通
貨
面
よ
り
見
た
安
定
化
の
曙
光
は
預
金
通
貨
量
並
に
預
金
通
貨
流
通
総
量
の
相

対
的
増
加
、
現
金
通
貨
増
加
率
の
逓
減
更
に
は
月
間
の
銀
行
券
流
通
高
の
披
動
的
変
動
傾
向
の

発
現
巴
否
と
れ
て
い
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
現
金
通
貨
量
が
今
な
お
預
金
通
貨
の

二
倍
を
超
え
て
い
る
点
に
不
健
全
な
契
機
を
卒
ん
で
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

勿
論
戦
前
の
両
者
の
関
係
が
早
急
に
回
設
さ
れ
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
又
激
変
し
た
我
国

経
済
が
、
戦
前
の
流
通
経
済
秩
序
に
復
附
し
得
る
緋
造
的
基
搬
を
持
っ
て
い
る
か
、
ど
う
か
問

題
で
は
る
る
が
、
現
在
の
比
率
は
ま
だ
流
通
経
済
の
不
均
衡
を
邸
主
し
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
今
後
信
用
取
引
復
活
の
途
は
な
お
脱
さ
れ
て
い
る
も
の
と
云
え
る
で
め
る

於
吋
〆
。

な
お
今
後
の
回
転
率
は
経
済
安
定
の
方
向
に
即
し
て
変
動
を
示
す
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
動
向

は
単
に
過
去
の
趨
勢
械
を
延
長
し
た
だ
け
で
は
最
早
求
め
ら
れ
な
い
の
で
め
る
。
経
済
基
調
の

変
化
、
通
貨
に
対
す
る
心
理
的
要
因
、
国
際
愉
勢
の
推
移
等
経
泊
的
経
済
外
的
要
因
が
時
間
的

に
錯
綜
し
て
醸
す
情
勢
の
中
で
通
貨
が
如
何
な
る
流
一
埴
状
態
を
示
す
か
は
軽
々
な
る
予
測
を
許

さ
な
い
と
共
に
重
大
な
る
関
心
を
慈
〈
問
題
で
あ
る
。

更
に
通
貨
の
流
、
過
に
関
し
て
は
賃
銀
、
物
価
、
生
産
、
消
費
等
を
含
む
国
民
経
済
全
般
と
の

関
連
に
つ
い
て
内
面
的
に

一
一
躍
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
共
に
、
よ
り
長
期
的
考
察
が
加
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
木
和
で
は
こ
れ
を

一
応
問
ー地
の
外
に
置
い
た
。
又
資
料
の
不
航
に

影
響
さ
れ
て
記
述
は
克
角
数
学
的
厳
密
性
を
欠
く
憾
が
あ
り
又
意
識
的
、
無
・
意
識
的
に
数
字
の

脱
漏
重
複
を
犯
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
今
後
補
正
す
べ
会
点
は
多
々
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
乍
ら
経
済
現
象
に
つ
い
て
厳
密
な
数
学
的
附
述
性
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
経
済

理
論
の
分
析
の
場
合
は
見
も
角
現
実
の
経
済
現
裂
の
把
握
に
当
つ
て
は
諜
然
的
判
断
も
亦
巴
む

を
栂
な
い
所
で
告
の
ろ
う
。
(
大
里
〉

一
一一一

転
換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
の
分
析

昭
和
剖

・
マ
・
1
1

目

次

て

は

し

が

お
C

二
、
企
金
融
機
関
に
於
け
る
資
金
書
秘
状
況

一一
一
、
資
金
蓄
積
増
加
の
原
因

回
、
転
換
問
に
於
け
る
資
金
替
相
傾
向
の
特
質

山

預

金
増
加
率
の
減
退

印

刷

限

付
預
金
の
治
大
主
そ
の
不
安
定
的
要
素
の
残
存

ω
大
紋
預
金
の
増
加

凶
預
金
通
貨
の
増
大
と
そ
の
回
転
速
度
の
停
滞

五

、

む

す

び

一
、
は

し

が
き

経
済
安
定
九
原
則
を
具
体
化
し
た
本
年
度
予
算
は
従
来
の
予
算
の
赤
字
を
払
拭
し
た
に
止
ま

ら
ず
、
更
に
約

一
千
億
円
の
通
貨
収
縮
の
要
因
を
含
む
も
の
と
な
り
、
此
の
予
算
の
突
施
は
単

一
為
替
レ
l

ト
設
定
と
相
ま
っ
て
、
我
が
国
経
済
に
砂
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ
と
L

な
っ

た
。
か
く
て
財
界
抱
型
に
直
而
す
る
本
年
度
に
お
い
て
資
金
蓄
積
が
果
し
て
従
来
の

イ

ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
朋
の
そ
れ
と
如
何
に
異
っ
た
傾
向
を
示
す
か
は
注
目
せ
ら
れ
る
処
で
あ
り
、
事
実

本
年
度
の
貯
部
制
慨
も
二
千
五
百
億
円
と
昨
年
度
の
三
千
億
円
に
比
し
五
百
億
円
の
引
下
げ
守

見
た
択
で
あ
る
が
、
本
年
度
第
一
間
半
則
た
る
凶
月
乃
至
六
月
の
資
合
一
部
制
一
納
は
六
百
四
十
六

憾
円
と
予
想
外
の
好
削
を
示
し
て
居
り
・
労
々
此
処
に
そ
の
突
献
を
検
肘
し
、
之
か
ら
収
挽
捕
に

於
て
資
金
耕
糊
に
現
わ
れ
た
若
干
の
特
質
を
摘
出
す
る
こ
と
と
す
る
。
然
し
乍
ら
此
処
に
採
問

せ
ら
れ
た
計
数
は
未
だ
三
ヶ
月
に
過
U
C
ず
、
季
節
的
そ
の
他
一
時
的
要
因
に
よ
み
も
の
も
あ
る

故
、
必
ず
し
も
長
則
的
傾
向
の
全
貌
を
把
握
し
得
な
い
怨
み
は
あ
る
が
、
か
か
る
点
に
付
て
は


